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県農業試験場化学部流通加工研究室

本研究室は，昭和53年農業試験場の組織改正に伴い，

化学部に設置されたが（現在，研究員３人)，流通加工

に関する試験研究は古く，農業試験場の設立当初（1881

年）から実施されている．明治，大正期は主として，

含蜜糖，分蜜糖，廃蜜糖などの製糖技術に関する研究

が多く，昭和に入って，パパイヤの缶詰やジャムの製

造，果菜類の荷造り輸送，蔬菜類，甘藷の加工試験等

が実施されるようになった．戦後，パインアップルの

利用加工に関する試験が開始され，復帰後はミバエ類

の根絶により，農産物の本土出荷が解禁され，移出野

菜，花卉，果実類の鮮度保持や輸送試験等が精力的に

実施されている．このように，流通加工に関する研究

課題はその時代の農業をとりまく諸情勢に対応して変

遷してきているが，本県の基幹作物であるサトウキビ

の利用に関する試験は，設立当初から今日まで一貫し

て続いており，その重要性を示している．以下，現在

実施している研究課題について紹介する．

１．サトウキビの総合利用技術の開発

サトウキビ産業をとりまく内外の情勢は，今後，ま

すます厳しくなることが予想される．そのため，サト

ウキビから付加価値の高い製品を開発して，サトウキ

ビを総合的に高度利用する必要がある．

これらを背景に,ケーンセパレーターで分割した各

組織の特徴を活かし，薦汁からは高品質砂糖の製品化

と薬草，亜熱帯果実など新たな加工原料を用いた新製

品を開発し，また，柔組織繊維からは食物繊維や飼料

等，表皮からは建材，パルプ等の付加価値の高い製品

を開発して，サトウキビの高度利用化を促進すると共

に，ケーンセパレーションシステムの実用化の可能性

について検討する．

２．地域特産野菜の品質維持向上の開発

沖縄県は気候温暖で，作物生産から見ると大変好ま

しい環境にあるといえるが，鮮度保持の面から見ると

大変不利な条件下にあり，ポストハーベストの品質管

理が特に重要となる．移出野菜類の生産出荷が伸び

悩みの状態にあが，これは市場が遠隔地にあるため，

輸送コストに加え，流通段階における野菜の鮮度，品

質の低下も一因と考えられる．しかし，流通時の品質

低下に及ぼす生理・生化学的機構や微生物との関係が

明らかでない．そこで，新鮮な野菜を低コストで出荷

するために地域特産野菜の品質維持，流通技術を確立

する．

３．パパイヤの商品化向上技術の確立

マンゴー，パパイヤ等の熱帯果実は，完熟収穫・出

荷が可能で，未熟な輸入果実と比較し高品質であるだ

けでなく，安全性の面からも消費者ニーズにマッチし

た特産果樹として地域の期待は大きい．そのため，完

熟果実の鮮度保持，外観向上，熱度判定及び収穫適期

の非破壊的計測技術を確立して，沖縄産パパイヤの高

品質，ブランド化を図る．

４．ゴーヤーの利用及び加工技術の開発

ゴーヤーは健康食品として全国に名が売れるように

なり，また，新品種「群星」「汐風」の育成により，大

きな生産増を示し，今後益々の生産拡大が予想される

が，その利用や機能性については十分解明されていな

い．本研究ではニガウリの機能性成分を探索，抽出し，

機能性を活かした新しい健康食品を開発して，ニガウ

リの消費拡大を図る．

特記事項として，本研究室では県内の農業関係団体

や食品加工業の研究者及び技術者が施設を利用できる

ようにオープンラポを開設したが，都合により，当分

の間は共同研究者のみの利用となっている．ケーンセ

パレーター，エクストルーダ－，超高圧処理装置，超

臨界抽出装置，固定化装置，ガスクロー質量分析計，

蛋白精製装置等の加工実験機器や分析機器が整備され

ている．（伊良部忠男）


